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1. はじめに  

規格化された弁当を製作し、同一規格の弁当の摂食機能評価（摂食時間、咀嚼回数、嚥

下回数、硬さ官能検査）を行い、口腔機能と関連づけることを目的として本研究を行った。  

2. 研究概要  

 弁当の製作はモルツウェル株式会社と島根県歯科医師会が協議して行い、主食；米飯、

主菜；豚角煮、副菜；筍の煮物、結び昆布、イカの煮物、一口ゴボウ、青梗菜ソテー、卯

の花、一食分 340g、608kcal を作製した。島根県産業技術センターにて、作製した弁当の

食材と咀嚼能力検査用グミ（UHA 味覚糖グミ、GC「グルコラム」、「ファイン組®」）の切

断時強度を測定した。冷凍保存された弁当は、必要に応じて電子レンジにて解凍し、摂食

機能評価に使用した。弁当摂食後、食材に関する被験者による硬さ官能検査を実施した。

その結果、ほとんどの食材は、「普通」という判定を受け、標準的な弁当となっていたこと

が分かった。  

 規格化弁当を使用して摂食機能評価ができた被験者は 22 名（平均年齢 81 歳、男性 12

名女性 10 名）だった。摂食機能評価項目と口腔機能（咀嚼、嚥下、舌圧）、属性関係との

関連性をスピアマン順位相関係数の有意性（p＜0.3）を指標として探索し、加えて摂食機

能評価項目と咀嚼機能をクロス集計した。摂食機能評価項目と有意な関係がある変数は咀

嚼機能（グミ 15 秒値 LMH4 群）、BMI、食卓を囲む人数、服薬数、食事の満足度、握力、

舌圧などであった。目的変数を弁当完食時間または総咀嚼回数として、ステップワイズ法

にて、有意な関係がある変数モデルを探索した結果、咀嚼能力が低い者（LLc と MLc）は

標準的な者（8020 達成者）に比べて完食に 1.5〜1.3 倍の時間がかかっていた。咀嚼回数

も 1.9〜1.5 倍多かった。女性は男性に比べて完食に時間がかかっていた。食事満足度が高

い者「美味しい」群は「普通」群に比べて完食時間が短かった。食卓を囲む人数が一人増

えるごとに完食時間が長くなっていた。8020 達成者が増えると「高齢者＝歯が悪い人」と

いう固定観念は転換され、個人の咀嚼能力や嚥下機能を客観的に評価することがより重要

になり、それに適した食材が提供されるシステムが必要になるように思われた。  

LMH4 群；「ファイン組®」を、15 秒間努力咀嚼した後のグミゼリーの分割数が「LLc（男性 2 以下、女性 1） 

MLc（男性 3-9、女性 2-5）  HLc（男性 10-16、女性 6-12）  Nc（男性 17 以上、女性 13 以上）」Nc は標

準的な咀嚼能力とされ、回帰曲線から 8020 達成者の能力と推定されている。  


